
一般質問と答弁
在アルゼンチン今帰仁村人会創立90周年記念
議決一覧（臨時会・定例会）
今帰仁村議会報告会・意見交換会
南米子弟研修・議長全国大会
編集後記
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　今帰仁のコーラス「たんぽぽ」は創立３１年目、今なお活動を継続している。「平均
年齢79.5歳と高齢化しているのよ」と笑う渡慶次淳子さん。毎週金曜日の10時～１
２時、練習に励んでいる。団員３０名、女性はソプラノ、アルト、男性はテノール、
バスに分かれている。指導者の島袋チエ子先生は、テクニックだけではなく「魂で歌う」
ことを強調し、歌詞を深く解説していた。チームワーク、交流、健康維持等、疲れる
こともあるが雰囲気がいいので続けられる。３月には、ソロ、アンサンブル、デュエッ
トのコンサートを予定している。混声合唱団たんぽぽの皆様の美声をこれからも聞け
ることを楽しみにしている。　　　　
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9 名が一般質問しました　12 月 12日 (木)・13 日 (金) （通告順）
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今泊区への補償金について
平和祈願祭について
村のゆるキャラについて
住民票等のコンビニでの取得について

保健・医療福祉の充実
村の地方創生事業
防災行政
人材育成

自主防災組織について
豪雨災害について

今帰仁村総合運動公園内の危険箇所について
今帰仁村活性化イベント支援事業について
旧梯梧荘跡地について

交通安全対策について
下水道について
旧保育所、学校跡地、及び関係施設について
少年の翼事業について

選挙公営制度
防災
農業保険制度
ソーリガーに設置されている橋
子ども達の進学に伴う、学用品の在り方
古宇利島の通信環境改善
東道路延伸事業

今帰仁村と友好都市協定を結んでいる和泊町と知名町
災害時の避難場所のマップや食糧難に備えた対策

職員定数について
大井川浚渫について

国民健康保険被保険者証の廃止に伴う今帰仁村の対応について
ヒアリングループ（磁気誘導ループ）の設置について

座間味　靖

島袋　輝也

座間味　薫

島袋　　誠

山城　　太

石嶺美奈実

根路銘弘美

與那　勝治

東恩納寛政

3p

4p

5p

6p

7p

8p

9p

10p

11p

●の数字は掲載された質問です。それ以外の質問は紙面の都合上割愛されています。本会議録については各字公民館に配布の予定です。
詳しく調べたい方は、公民館もしくは議会事務局までお立ち寄りください。

12月定例会
会期日程（ 12月11日～19日）一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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今
泊
区
へ
の
補
償
金
は
い
つ

か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
累

計
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
伺
う
。

ま
た
、
補
償
金
で
は
な
く
、
借

地
料
の
支
払
い
又
は
買
い
取
り

が
良
い
の
で
は
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

●●答 　
玉
城
奎
教
育
長

今
泊
区
の
管
理
か
ら
村
主
体
の

管
理
体
制
と
な
っ
た
昭
和
55
年
か

ら
補
償
金
が
支
払
わ
れ
、
補
助
金

の
累
計
額
は
２
億
１,
７
１
６
万

４,
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

「
今
泊
区
へ
借
地
料
の
支
払
い
又

は
買
い
取
り
が
良
い
の
で
は
」
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法
第

１
１
７
条
及
び
今
帰
仁
城
跡
附

シ
イ
ナ
城
跡
保
存
管
理
条
例
第

７
条
に
お
い
て
、「
管
理
団
体
は
、

そ
の
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
補
償
金
で

の
対
応
と
し
て
い
る
。

 　
昭
和
55
年
か
ら
補
償
金
累
計

額
２
億
１,
７
１
６
万
４,
０
０
０

円
は
か
な
り
の
高
額
が
支
払
わ

れ
て
い
る
が
、
財
源
は
ど
こ
か

ら
出
て
い
る
の
か
伺
う
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

村
の
一
般
財
源
と
な
っ
て
い

る
。

 　
一
般
財
源
と
い
う
と
、
村
民

か
ら
の
税
金
で
こ
の
補
償
金
が

支
払
わ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
補
償
金
と
し

て
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

先
ほ
ど
教
育
長
の
答
弁
に
も

あ
っ
た
が
、
管
理
団
体
は
、
通

常
生
じ
る
べ
き
損
失
を
補
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
村
と
し
て
は
、

今
後
も
補
償
金
で
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
毎
年
契
約
更
新
な
の
で
、
再

度
専
門
家
に
補
償
金
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
借
地
料
か
買

い
取
り
で
も
良
い
の
か
聞
い
て

み
て
は
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

　
弁
護
士
の
見
解
で
は
、
管
理

等
の
た
め
の
損
失
は
補
償
契
約

が
妥
当
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

教
育
長
答
弁
の
と
お
り
、
村
と

し
て
は
、
今
後
も
補
償
金
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

平
和
祈
願
祭
を
慰
霊
の
日
の

前
後
に
行
い
、
平
和
学
習
の
一

環
と
し
て
児
童
・
生
徒
も
参
加

さ
せ
た
方
が
良
い
の
で
は
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
久
田
浩
也
村
長

参
加
者
の
暑
さ
に
よ
る
体
調

へ
の
影
響
と
10
・
10
空
襲
（
沖

縄
大
空
襲
）
の
惨
劇
に
つ
い
て

も
後
世
に
伝
え
、
誰
も
が
平
和

を
希
求
す
る
機
会
と
し
て
、
今

後
も
10
月
開
催
を
考
え
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
の
教
育
計
画
と
の
関
連

も
あ
る
の
で
、
平
和
祈
願
祭
開

催
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
く
。

次
年
度
、本
村
が
「
人
権
の
花
」

運
動
の
担
当
村
に
な
る
が
、
村

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
兼
ね
て
ゆ
る
キ

ャ
ラ
を
作
っ
て
は
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

村
商
工
会
や
村
観
光
協
会
と

連
携
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

村
民
か
ら
住
民
票
等
を
コ
ン

ビ
ニ
で
取
得
で
き
な
い
か
と
の

声
が
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

住
民
の
利
便
性
向
上
は
も
と

よ
り
、
役
場
窓
口
に
お
け
る
混

雑
や
職
員
の
業
務
軽
減
の
観
点

か
ら
も
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、

調
整
を
進
め
て
い
く
。

座間味　靖 議員

問1
今
泊
区
へ
の
補
償
金

問2
平
和
祈
願
祭

問3
村
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

問4
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

で
の
取
得

▲今帰仁村観光協会の
　キャラクター：ナッキー

▲今帰仁城跡
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(1)
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向

け
た
現
状
と
課
題
。
(2)
健
康
長

寿
に
つ
な
げ
る
今
後
の
施
策
を

伺
う
。

●●答 　
村
長

(1)
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向

け
た
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
、

地
域
福
祉
計
画
の
意
義
や
必
要

性
を
確
認
し
、
策
定
を
検
討
す

る
。
(2)
健
康
長
寿
に
つ
な
が
る

今
後
の
施
策
は
、
第
２
次
健
康

な
き
じ
ん
21
に
基
づ
き
、
重
点

項
目
の
「
壮
中
年
期
の
生
活
習

慣
病
予
防
に
向
け
た
健
康
診
断

等
の
推
進
」、「
村
民
の
運
動
習
慣

づ
く
り
の
支
援
」、「
地
域
に
根
ざ

し
た
食
育
の
推
進
」
に
取
り
組

む
。

 　
地
域
福
祉
計
画
は
、
福
祉
・

保
健
・
医
療
の
一
体
的
取
組
の

範
囲
の
み
で
は
な
く
、
教
育
、

就
労
、
住
宅
の
問
題
、
交
通
、

環
境
、
防
災
等
を
含
め
た
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
福
祉
を
中
心
に

福
祉
を
基
盤
と
し
た
村
づ
く
り

の
基
本
に
な
る
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
歩
き
や
す
い
道
路
環

境
づ
く
り
、
運
動
し
た
く
な
る

運
動
公
園
の
整
備
等
、
全
体
的

に
庁
内
で
連
携
会
議
は
行
っ
て

い
る
か
伺
う
。

●●答 　
福
祉
・
こ
ど
も
課
長

地
域
福
祉
に
関
し
て
は
、
総

合
計
画
の
中
で
策
定
時
に
ど
う

い
っ
た
状
況
か
と
い
う
点
で
情

報
を
共
有
し
策
定
し
て
い
る
。

今
後
は
地
域
全
体
で
考
え
て
い

く
計
画
に
な
る
の
で
、
福
祉
・

こ
ど
も
課
、
健
康
づ
く
り
推
進

課
が
主
体
に
な
る
。
庁
内
全
体

で
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
自
助
、共
助
、

公
助
を
今
後
ど
う
進
め
て
い
く

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 　
本
村
で
は
世
帯
の
30
％
が
一

人
世
帯
だ
と
い
う
調
査
が
あ
る
。

孤
立
し
た
場
合
の
健
康
へ
の
影

響
は
、
一
日
た
ば
こ
を
15
本
吸

う
程
度
の
健
康
リ
ス
ク
が
あ
る
。

生
活
習
慣
病
に
非
常
に
密
接
で

あ
る
。
孤
立
に
対
す
る
村
の
対

応
を
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

本
村
で
約
30
％
か
ら
40
％
の

一
人
世
帯
が
多
い
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
健
康
面
に
関
す
る

問
題
に
関
し
て
、
健
康
長
寿
を

意
識
し
た
上
で
の
、
取
り
組
み

が
孤
立
す
る
こ
と
に
よ
り
届
か

な
い
状
況
が
あ
る
。
特
に
核
家

族
化
、
高
齢
者
が
多
い
本
村
で

は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
対
応

が
厳
し
い
た
め
、
社
協
や
関
係

機
関
と
協
働
で
見
守
り
・
見
回

り
を
し
て
い
る
。
実
際
に
は
医

療
に
も
か
か
ら
な
い
、
健
診
も

受
け
な
い
方
が
い
る
。
そ
う
い

っ
た
方
を
含
め
て
把
握
し
、
対

応
し
て
い
る
。
今
後
は
地
域
や

事
業
所
を
含
め
、
そ
の
よ
う
な

一
人
一
人
の
健
康
を
守
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。村

経
済
回
復
対
策
協
議
会
の

開
催
状
況
と
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
事
業
者
や
村
民

生
活
の
支
援
策
を
協
議
し
て
い

る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

村
経
済
回
復
対
策
協
議
会
の

開
催
は
、
令
和
５
年
９
月
開
催

以
降
、
開
催
し
て
い
な
い
。
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
や
村
民
生
活
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
政
府
の
補
正
予

算
案
の
編
成
過
程
を
踏
ま
え
、

今
後
、
庁
内
で
の
調
整
を
行
っ

て
い
く
。

　
村
南
米
子
弟
研
修
事
業
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

令
和
６
年
10
月
初
旬
に
南
米

の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
と
ブ

ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
の
今
帰
仁

村
人
会
へ
研
修
生
の
推
薦
依
頼

を
行
っ
て
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
共
和
国
の
研
修
生
は
決
定
し

て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和

国
と
は
調
整
を
進
め
て
い
る
。

受
入
期
間
を
約
２
か
月
程
度

予
定
。
受
入
体
制
を
整
え
て
事

業
を
実
施
す
る
。

問1
保
健
・
医
療
福
祉
の

充
実

島袋　輝也 議員

問3
人
材
育
成

問2
村
の
地
方
創
生
事
業

▲村南米子弟研修事業で研修中の仲宗根アドリアンさん
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自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
。

●●答 　
村
長

　
令
和
６
年
12
月
現
在
、
湧
川

区
と
越
地
区
で
自
主
防
災
組
織

が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

 　
各
地
域
の
組
織
率
を
ど
の
様

に
上
げ
て
行
く
か
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
令
和
７
年
度
に
向
け
て
自
主

防
災
組
織
等
活
性
化
事
業
を
し

っ
か
り
取
り
入
れ
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

 　
組
織
認
定
の
基
準
に
つ
い
て

伺
う
。

●●答 　
村
長

　
村
防
災
組
織
育
成
指
導
要
綱

第
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 　
自
主
防
災
会
の
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
令
和
７
年
度
の
事
業
の
活
用

を
行
い
な
が
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
、
そ
し
て
実
践
的
な
訓
練

に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
防
災
組
織
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
ど
の
様
に
啓
発
す
る
か
。

●●答 　
村
長

　
区
長
会
で
の
説
明
、
今
帰
仁

ま
つ
り
で
の
防
災
フ
ェ
ア
開
催

時
の
講
演
等
に
よ
り
、
自
主
防

災
組
織
の
重
要
性
を
伝
え
な
が

ら
、
組
織
の
結
成
に
向
け
た
取

り
組
み
に
努
め
る
。

 　
防
災
組
織
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
今
後
、
説
明
会
な
ど
行
う

予
定
は
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
伝
え

る
と
い
う
点
で
、
字
に
出
向
き
、

ま
ず
は
各
字
単
位
で
字
民
に
説

明
を
し
て
い
く
方
法
を
主
と
し

て
考
え
て
い
る
。

　

大
井
川
の
浚
渫
予
定
に
つ
い
て

●●答 　
村
長

　
さ
き
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

は
、
本
村
に
お
い
て
も
強
く
危

機
感
を
抱
き
、
直
ち
に
庁
内
関

係
部
局
に
指
示
し
、
浚
渫
整
備

を
県
に
要
請
、
さ
ら
に
県
議
会

土
木
環
境
委
員
会
委
員
長
に
強

く
要
望
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
議

会
や
職
員
の
尽
力
も
あ
り
、
現

在
、
県
議
会
に
お
け
る
補
正
予

算
案
に
上
程
、
可
決
さ
れ
、
速

や
か
に
整
備
が
行
わ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

 　
河
川
警
戒
水
位
に
達
し
た
場

合
の
情
報
は
ど
の
様
に
周
知
さ

れ
る
か
。

●●答 　
村
長

　
明
ら
か
に
危
険
の
範
囲
で
あ

る
と
村
が
判
断
し
た
場
合
は
、
防

災
行
政
無
線
や
行
政
区
管
内
放

送
及
び
消
防
と
の
連
携
に
よ
る

周
知
活
動
、
村
公
式
L
I
N
E

等
で
の
情
報
発
信
を
速
や
か
に

行
っ
て
い
く
。

 　
水
位
計
や
カ
メ
ラ
設
置
に

つ
い
て

●●答 　
建
設
課
長

　
北
部
土
木
事
務
所
よ
り
令
和

７
年
度
に
調
査
、
設
計
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
回
答
を
い
た
だ

い
た
。

座間味　薫 議員

問1
自
主
防
災
組
織

問2
豪
雨
災
害

▲大井川（雑草が生い茂り、川の流れを阻害している。）
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村
民
等
早
朝
か
ら
多
く
の
利

用
者
が
い
る
村
総
合
運
動
公
園

だ
が
、
使
用
の
際
に
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
が
数
箇
所
あ
り
、

な
か
な
か
補
修
や
改
修
が
進
ま

な
い
状
況
で
あ
る
。
応
急
処
置

的
な
改
修
や
大
々
的
な
改
修
を

含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
伺
う
。
具
体
的
な
例
と
し
て

は
、
台
風
の
影
響
で
倒
木
、
腐

っ
て
根
を
撤
去
し
た
く
ぼ
み
、

ホ
ッ
ケ
ー
場
内
の
ぬ
か
る
み
対

策
、
場
内
に
生
え
て
い
る
メ
リ

ケ
ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
に
つ

い
て
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
安
全
措
置
を
講
ず
る

こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
村
と
し
て
は
、
引
き
続

き
危
険
箇
所
の
早
期
発
見
と
情

報
の
収
集
に
努
め
、
指
定
管
理
者

と
連
携
し
注
意
喚
起
や
適
切
な

改
修
に
取
り
組
む
な
ど
、
迅
速

な
対
応
に
努
め
る
。
ま
た
、
大

規
模
な
改
修
ま
た
は
新
設
を
伴

う
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
補
助
事
業
等
の
活
用

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

 　
運
動
公
園
は
村
民
は
も
と
よ

り
、
他
市
町
村
か
ら
も
利
用
者

が
来
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
デ

ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
サ
ッ
カ
ー
、

テ
ニ
ス
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
利

用
さ
れ
、
村
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
し
、
い
い
施
設
だ
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、危
険
な
箇
所
、

く
ぼ
み
が
あ
る
。
そ
こ
が
草
を

刈
っ
た
状
況
だ
と
一
目
瞭
然
で

分
か
る
が
、
草
が
伸
び
て
く
る

と
、
そ
の
く
ぼ
み
が
見
え
な
く
、

そ
こ
に
足
を
入
れ
る
と
、
急
な

段
差
で
捻
挫
し
た
り
、
骨
折
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
利
用
者
か

ら
の
意
見
等
や
指
定
管
理
者
か

ら
の
情
報
で
、
そ
の
よ
う
な
箇

所
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

　
指
定
管
理
者
や
利
用
者
か
ら

入
っ
て
く
る
情
報
は
直
接
現
地

を
確
認
し
、
可
能
な
限
り
修
繕
等

に
努
め
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
著

し
い
設
備
等
も
あ
り
、
す
べ
て

の
修
繕
箇
所
の
対
応
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
早
急
に

対
応
で
き
る
よ
う
予
算
措
置
等

を
含
め
て
調
整
し
て
い
き
た
い
。　
　
　 　

令
和
４
年
度
か
ら
始
っ
た
事

業
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
補
助

金
交
付
に
至
っ
た
事
業
を
年
度

別
に
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
令
和
４
年
度
の
事
業
は
「
ち
な

じ
ゅ
ん
祭
」
の
１
件
、
令
和
５
年

度
の
事
業
は
「
第
２
回
ち
な
じ
ゅ

ん
祭
」
の
１
件
、
令
和
６
年
度
の

事
業
は
「
第
１
回
な
き
じ
ん
そ
ん

風
鈴
回
廊
ま
つ
り
」
と
「
第
３
回

ち
な
じ
ゅ
ん
祭
」
の
２
件
で
あ
る
。

 　
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
る
と
、
最

大
で
50
万
円
、
件
数
は
４
件
で

年
間
に
最
大
２
０
０
万
円
と
理
解

し
て
い
る
が
、
採
択
さ
れ
た
事
業

の
金
額
は
ど
の
程
度
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
令
和
４
年
度
に
ち
な
じ
ゅ
ん

祭
が
応
募
し
採
択
さ
れ
て
い
る
。

50
万
円
が
限
度
の
中
、
第
１
回
目

は
26
万
９,
０
０
０
円
、
第
２
回

ち
な
じ
ゅ
ん
祭
は
50
万
円
を
交
付

し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
の
２
件
、

風
鈴
回
廊
ま
つ
り
に
つ
い
て
は

40
万
円
、
第
３
回
ち
な
じ
ゅ
ん
祭

は
50
万
円
交
付
決
定
し
て
い
る
。

　

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会

で
可
決
し
、
村
有
地
売
却
に

至
っ
た
旧
梯
梧
荘
跡
地
で
当

初
は
２
年
以
内
に
ホ
テ
ル
を

開
業
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

も
う
す
で
に
５
年
が
経
過
し

て
い
る
。
購
入
し
た
業
者
に

土
地
所
有
権
は
あ
る
が
、
村

と
し
て
進
捗
状
況
は
把
握
で

き
る
状
況
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
個
人
等
の
財
産
に
関
す
る
事
に

つ
い
て
は
答
え
か
ね
る
が
、
今
後
、

事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
情
報
を

貰
え
る
も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

 　
定
期
的
に
連
絡
は
取
れ
て
い

る
か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
細
か
い
話
は
な
い
が
、
事
業
計

画
を
進
め
て
い
る
。
鋭
意
、
粛
々

と
進
め
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

島袋　誠 議員

問1
今
帰
仁
村
総
合
運
動

公
園
内
の
危
険
箇
所

問2
今
帰
仁
村
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

問3
旧
梯
梧
荘
跡
地

▲運動公園内くぼみ（補修後）
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村
道
平
敷
伊
豆
味
線
の
交
通

安
全
対
策
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
令
和
６
年
３
月
に
伊
豆
味
方

面
か
ら
平
敷
集
落
向
け
「
滑
り
止

め
ゼ
ブ
ラ
舗
装
」
に
て
、
運
転

手
へ
の
速
度
超
過
等
の
注
意
喚

起
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
住
民
及
び
利
用
者
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
く
。

 　
各
地
域
に
危
険
箇
所
が
多
々

あ
る
と
思
う
が
、
区
長
会
、
地

域
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

交
通
安
全
の
対
策
関
係
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

　
交
通
安
全
、
道
路
の
不
具
合

な
ど
を
含
め
、
各
字
か
ら
要
望

書
と
し
て
上
が
っ
て
き
た
も
の

に
対
応
し
て
い
る
。

　
下
水
道
及
び
下
水
処
理
場
整

備
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
下
水
道
及
び
下
水
道
処
理
場

整
備
に
つ
い
て
、
計
画
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。

 　
地
域
か
ら
、
古
い
建
物
が
並

ぶ
住
宅
地
か
ら
排
水
、
側
溝
に

汚
物
が
流
れ
出
し
て
い
る
と
い

う
相
談
が
あ
り
、
下
水
道
整
備

が
で
き
な
い
か
、
計
画
が
な
い

か
話
が
あ
っ
た
の
で
質
問
し
た
。

そ
う
い
っ
た
と
き
に
は
衛
生
的

に
対
処
方
法
は
あ
る
か
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
個
別
の
案
件
と
し
て
現
場
の

状
況
確
認
が
必
要
に
な
る
。

　
旧
仲
尾
次
保
育
所
、
旧
湧
川

小
中
学
校
、
旧
兼
次
幼
稚
園
、

及
び
旧
兼
次
中
学
校
体
育
館
の

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
旧
保
育
所
、
学
校
跡
地
等
に

つ
い
て
は
、
村
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
き
対
応
を
進

め
て
い
く
。

 　
具
体
的
に
方
針
、
方
向
性
は

見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

●●答 　
福
祉
・
こ
ど
も
課
長

　
旧
仲
尾
次
保
育
所
に
つ
い
て
、

村
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
で

は
令
和
12
年
度
ま
で
に
処
分
す

る
と
あ
る
が
、
令
和
７
年
度
の

処
分
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

 　
旧
仲
尾
次
保
育
所
は
、
建
物

を
壊
し
て
か
ら
処
分
す
る
の
か
。

そ
の
ま
ま
の
状
況
で
処
分
す
る

の
か
。

●●答 　
福
祉
・
こ
ど
も
課
長

　
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
方
針
を

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
参
加
定
員
の
増
員
（
希
望
者

全
員
）
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
引
率
人

員
等
も
勘
案
し
、
現
行
の
36
名

が
適
正
人
員
と
考
え
、
増
員
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
検
討
し
て

い
な
い
。

 　
37
名
応
募
が
来
て
、
１
人
だ

け
く
じ
引
き
で
外
れ
れ
ば
、
寂

し
く
、
心
苦
し
さ
が
あ
る
。
そ

う
い
う
時
に
は
、
多
め
に
見
る

な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

　
非
常
に
心
苦
し
い
の
は
重
々

承
知
し
て
い
る
。
36
名
で
行
っ
て

い
る
の
は
、
大
型
バ
ス
が
45
名
乗

り
で
あ
り
、
引
率
９
名
を
含
め

る
と
、
定
員
の
45
名
に
な
る
と

い
う
こ
と
。
不
測
の
事
態
に
備

え
て
対
応
す
る
引
率
者
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。
引
率
者
は
す
べ

て
教
職
員
で
は
な
く
、
村
の
職

員
も
引
率
者
と
し
て
同
行
す
る

た
め
、１
班
６
名
以
上
の
対
応
は
、

安
全
面
等
で
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
と
考
え
て
い
る
。
社
会
教
育
課

と
し
て
は
、
同
事
業
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
児
童
や
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
も
含
め
、
沖
永
良
部

で
の
児
童
生
徒
交
流
事
業
に
て
、

北
山
文
化
圏
の
歴
史
も
学
び
な

が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

山城　太 議員

問1
交
通
安
全
対
策

問2
下
水
道

問3
旧
保
育
所
、
学
校
跡

地
及
び
関
係
施
設

問4
少
年
の
翼
事
業

▲今帰仁村少年の翼の団員と釧路町富原小学校の児童と交流
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９
月
定
例
会
で
、「
他
市
町
村

の
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
調
査

研
究
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
の
返
答
で
あ
っ
た
が
、
進
捗

を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
県
内
市
町
村
の
導
入
状
況
を

確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

 　
村
議
会
選
挙
は
２
年
後
に
控

え
て
い
る
。
県
内
41
市
町
村
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
在
22
市
町

村
が
条
例
を
制
定
し
、
立
候
補

者
の
選
挙
費
用
軽
減
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
数
字
か
ら
県
内
の

半
数
以
上
の
市
町
村
が
導
入
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
改
め

て
２
年
後
の
選
挙
か
ら
導
入
で

き
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
定
例
会

で
も
協
議
を
行
う
方
向
で
確
認

し
て
お
り
、
次
回
の
議
員
選
挙
か

ら
導
入
に
向
け
て
考
え
て
い
る
。

国
の
公
営
選
挙
法
の
動
向
も
俯

瞰
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
精

査
し
た
い
。

 　
２
年
後
の
導
入
に
向
け
て
、

選
挙
自
動
車
、ポ
ス
タ
ー
、ビ
ラ
、

３
種
を
検
討
し
て
い
る
の
か
伺

う
。●●答 　

総
務
課
長

　
で
き
る
だ
け
全
体
を
網
羅
し

た
形
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。
特

に
ビ
ラ
と
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、

優
先
的
な
考
え
で
あ
る
。

 　
村
の
選
挙
の
在
り
方
を
一
緒

に
改
善
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

制
度
を
条
例
で
定
め
る
と
選
挙

管
理
委
員
会
の
手
間
が
増
え
る
。

職
員
の
増
員
も
含
め
た
予
算
計

上
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

職
員
配
置
人
数
分
の
人
件
費
も

含
め
て
検
討
さ
れ
て
い
る
か
伺

う
。●●答 　

総
務
課
長

　
選
挙
執
行
に
支
障
の
な
い
よ

う
、
し
っ
か
り
職
員
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
予
算
の

面
も
し
っ
か
り
と
確
保
し
な
く

て
は
い
け
な
い
。
職
員
に
つ
い
て

は
、
前
任
の
職
員
も
含
め
て
併

任
等
の
辞
令
も
出
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。
今
後
も
選
挙
執

行
に
向
け
て
整
え
て
い
き
た
い
。

 　
選
挙
費
用
は
、
村
の
一
般
財

源
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
お
金
を

使
っ
て
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
私
も
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
く
。
ま
た
、
自
分
の
意
思

で
投
票
す
る
人
を
増
や
す
努
力

も
す
る
。
村
長
に
も
ぜ
ひ
力
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
村
長

は
２
年
後
に
控
え
る
村
議
会
議

員
選
挙
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

理
想
を
持
っ
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
村
民
の
血
税
を
し
っ
か
り
と

生
き
た
形
で
活
用
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
今
、
公

費
で
負
担
を
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
東
京
都
知
事
選
挙
、
兵

庫
県
知
事
選
挙
で
見
る
よ
う
に
、

公
費
を
使
っ
て
売
名
し
、
そ
し
て

ま
た
利
益
を
得
る
と
い
う
行
為

も
見
受
け
ら
れ
、
決
し
て
看
過
で

き
な
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

ど
う
防
ぐ
べ
き
か
。
表
現
の
自
由

や
選
挙
公
営
の
在
り
方
も
し
っ

か
り
と
考
え
、
し
か
る
べ
き
２
年

後
の
選
挙
の
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
危
険
な
状
態
な
の
で
改
修
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
村
の
見
解

を
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
老
朽
化
が
著
し
い
状
態
で
あ

る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。
今

後
は
、
改
修
ま
た
は
撤
去
す
る

方
向
で
検
討
。

 　
ま
ず
は
簡
易
的
で
も
、
早
急

に
注
意
喚
起
の
立
て
看
版
な
ど

の
設
置
は
可
能
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
看
板
等
を
早
急
に
設
置
し
、
注

意
喚
起
し
て
い
き
た
い
。

石嶺 美奈実 議員

問1
選
挙
公
営
制
度

問2
ソ
ー
リ
ガ
ー
に
設
置

さ
れ
て
い
る
橋

▲改修後 ▲議会後の対応▲改修後 ▲改修前
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人
的
交
流
、
観
光
、
産
業
、

物
流
な
ど
、
今
後
、
新
た
な
事

業
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
新
規
の
事
業
計
画
は
現
在
な

い
。

 　
定
期
的
に
物
産
フ
ェ
ア
、
観

光
ツ
ア
ー
の
開
催
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
６
項
目
か
ら
な
る
協
定
書
が

結
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ま

だ
連
携
が
進
ん
で
い
な
い
も
の

と
し
て
は
産
業
振
興
に
関
す
る

交
流
及
び
連
携
、
災
害
時
の
相

互
応
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 　
今
帰
仁
ま
つ
り
や
グ
ス
ク
桜

ま
つ
り
で
お
互
い
の
物
産
を
広

め
あ
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は

で
き
る
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
今
帰
仁
ま
つ
り
に
和
泊
町
の

方
々
が
来
た
こ
と
が
あ
る
。
友
好

都
市
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
交
流

が
で
き
れ
ば
と
い
う
観
点
で
は
、

メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
入
れ
て
検
討

す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
災
害
時
の
避
難
場
所
マ
ッ
プ

は
各
家
庭
に
周
知
さ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
令
和
４
年
に
全
世
帯
に
配
布

し
て
い
る
。
転
入
者
に
は
転
入

手
続
き
の
際
、
窓
口
で
配
布
を

行
っ
て
い
る
。

 　
村
内
の
公
民
館
す
べ
て
が
避

難
所
と
し
て
的
確
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
現
在
、
今
泊
区
及
び
古
宇
利
区

以
外
の
公
民
館
は
、
指
定
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
一
時
的
に
避

難
す
る
場
所
に
指
定
し
て
い
る
。

 　
平
敷
公
民
館
は
倒
壊
し
そ
う

な
危
険
な
状
態
に
あ
り
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
84
％
が
建

て
替
え
に
賛
成
し
て
い
る
。「
災

害
が
あ
っ
た
場
合
を
想
定
す
る

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
ほ
し

い
」、「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
場
所
で
あ
り
災
害
時
の
避

難
場
所
に
も
な
る
の
で
新
設
に

は
賛
成
」
な
ど
の
声
が
あ
る
。

公
民
館
の
建
設
を
前
向
き
に
行

政
側
が
後
押
し
し
て
い
け
る
体

制
が
で
き
る
か
伺
う
。

●●答 　
比
嘉
克
雄
副
村
長

　
地
域
に
お
い
て
公
民
館
と
い

う
の
は
様
々
な
地
域
活
動
を
含

め
て
、
避
難
場
所
と
し
て
も
重

要
な
位
置
づ
け
に
な
る
と
思
う
。

役
場
と
し
て
ど
う
い
っ
た
制
度

が
あ
る
の
か
、
そ
れ
も
含
め
て

研
究
し
て
い
く
。

 　
自
分
で
判
断
で
き
な
い
障
が

い
者
や
介
護
の
必
要
な
方
々
の
個

別
避
難
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
自
分
で
判
断
で
き
な
い
障
が

い
者
や
介
護
の
必
要
な
方
々
に

は
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
整
備
し
、
対
象
者
の
情

報
を
登
録
し
て
い
る
。
個
別
避

難
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
村

社
協
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

 　
移
住
者
か
ら
の
情
報
で
移
住

前
は
民
生
委
員
が
調
査
に
来
た
。

地
震
や
何
か
あ
っ
た
と
き
、
本

人
は
ど
こ
で
寝
て
い
て
、
間
取
り

と
か
、
お
家
の
見
取
り
図
と
か
確

認
し
て
、助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
、

声
も
出
せ
な
い
、
自
分
で
動
け

な
い
人
も
い
る
の
で
移
住
後
は

調
査
が
き
て
い
な
い
の
で
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
個
別
調
査
計

画
の
在
り
方
に
お
い
て
こ
れ
か

ら
や
っ
て
い
け
る
か
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

　
本
村
で
は
、
災
害
時
避
難
行
動

要
請
者
名
簿
を
作
成
し
、
２
０
０

名
近
く
の
登
録
が
あ
る
。
こ
の

登
録
に
関
し
て
は
申
請
制
度
に

な
っ
て
い
る
。
条
件
等
は
あ
る

が
、
自
力
で
避
難
で
き
な
い
方

で
、
障
害
者
手
帳
や
介
護
度
が
高

い
方
な
ど
の
条
件
に
合
致
す
る

方
は
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
ほ
ど
の
間
取
り
で
あ
っ
た
り
、

避
難
路
の
図
や
役
割
を
相
互
で

確
認
し
て
い
る
。
今
後
も
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

 　
大
勢
の
な
か
で
は
暮
ら
せ
な

い
、
い
ろ
ん
な
立
場
が
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
時
に
は
施
設
が

必
要
か
と
思
う
が
、
用
意
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

　
一
時
的
な
避
難
で
集
団
で
の

避
難
場
所
へ
の
入
所
に
な
る
。

個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
た
避
難

の
提
供
が
で
き
る
確
約
は
で
き

な
い
が
、
で
き
る
だ
け
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問1
今
帰
仁
村
と
友
好
都

市
協
定
を
結
ん
で
い

る
和
泊
町
と
知
名
町

問2
災
害
時
の
避
難
場
所

の
マ
ッ
プ
や
食
糧
難

に
備
え
た
対
策

根路銘　弘美 議員
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職
員
１
人
当
た
り
の
業
務
量

増
に
対
し
、
業
務
効
率
化
や
負

担
軽
減
に
向
け
た
取
組
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の

地
域
ニ
ー
ズ
や
財
政
状
況
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
配

置
や
役
割
分
担
の
見
直
し
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

●●答 　
村
長

　
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
包
括
業
務
委
託

の
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。

 　
業
務
負
担
軽
減
の
一
環
と
し

て
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

総
務
省
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
を
進
め
て

い
る
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
活
用
の
背
景
と
し

て
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴

い
社
会
全
体
と
し
て
労
働
力
の
供

給
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
自

治
体
に
お
い
て
今
以
上
に
少
な
い

職
員
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
・

維
持
す
る
必
要
性
が
増
す
一
方
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お

り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
新
た
な
技
術
の

活
用
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
に
向
け
た
現

状
は
ど
う
か
。

●●答 　
総
務
課
長

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
各
課

に
必
要
な
分
野
で
ど
の
よ
う
な

Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
必
要
か
確
認
中
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
ま
だ
充
分
な
活
用
が

で
き
て
い
な
い
。

 　
業
務
改
善
、
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
、
時
間
的
に
も
心
に

も
も
っ
と
余
裕
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
は

な
く
、
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
時
間
が
つ
く
ら

れ
、
職
員
自
ら
考
え
勉
強
も
で

き
る
状
況
を
生
ま
な
い
と
い
け

な
い
。
こ
の
ゆ
と
り
を
生
み
職

員
自
ら
が
勉
強
す
る
こ
と
で
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
。
短

期
的
な
改
善
策
を
進
め
な
が

ら
、
長
期
的
に
業
務
改
善
が
な

さ
れ
、
そ
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
。
こ
の
循

環
を
ど
う
に
か
生
ん
で
ほ
し

い
。●●答 　

総
務
課
長

　
全
て
は
活
力
あ
る
村
、
そ
し

て
住
民
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
。
職
員
の
心
に
ゆ
と

り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
も
優
し
さ
が
生

ま
れ
、
言
葉
が
丁
寧
に
な
る
な

ど
の
相
乗
効
果
も
あ
る
と
解
釈

し
て
い
る
。
必
要
な
働
き
方
改

革
、業
務
の
改
善
の
た
め
の
努
力
、

総
合
的
な
形
で
職
員
の
働
く
環

境
を
整
え
て
い
く
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。

　

記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
災
害

リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
本
村
を

流
れ
る
２
級
河
川
・
大
井
川
の

浚
渫
に
つ
い
て
早
急
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
近
隣
地
域
で
は
、

国
頭
村
の
比
地
川
が
氾
濫
し
、

住
民
生
活
や
農
地
に
深
刻
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

（
１
）
県
が
管
理
す
る
河
川
の
浚

渫
に
関
す
る
方
針
や
優
先
順
位

の
決
定
基
準
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
る
か
。

（
２
）
大
井
川
に
お
け
る
土
砂
堆

積
や
氾
濫
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

県
が
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
。

●●答 　
村
長

（
１
）
県
が
管
理
す
る
２
級
河
川

の
大
井
川
は
、
北
部
土
木
事
務

所
担
当
課
へ
確
認
を
し
た
と
こ

ろ
、県
管
理
河
川
に
つ
い
て
近
年
、

浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
河

川
な
ど
、
氾
濫
等
の
危
険
性
及

び
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
順

次
除
草
や
浚
渫
を
行
っ
て
い
る

と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

（
２
）
大
井
川
つ
い
て
は
、
現
状

の
土
砂
堆
積
の
状
況
を
目
視
に

て
確
認
し
て
お
り
、
過
去
の
浸

水
被
害
や
村
か
ら
の
要
望
を
考

慮
し
、
浚
渫
工
事
の
早
期
着
手

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
県
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
。

問1
職
員
定
数

問2
大
井
川
浚
渫

與那　勝治 議員

▲大井川（橋から上流向け）

▲大井川（橋から下流向け）
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マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て

説
明
会
や
資
料
配
布
を
行
っ
て

い
る
か
。

●●答 　
村
長

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
み
に
特

化
し
た
説
明
会
や
資
料
配
布
は

行
っ
て
い
な
い
。

 　
説
明
す
る
窓
口
を
置
く
な

ど
、
か
な
り
達
成
率
が
低
い
と

思
う
が
、
専
用
窓
口
の
設
置
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
か
。

●●答 　
住
民
課
長

　
申
請
率
、
交
付
率
に
つ
い
て
、

本
村
は
11
月
末
現
在
で
申
請
率

が
78
・
４
％
で
、
大
分
上
が
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
保
険
証

と
の
絡
み
も
あ
っ
て
住
民
の
皆

さ
ん
も
少
し
慌
て
ら
れ
た
の
か

な
と
思
う
が
、
交
付
は
申
請
率

よ
り
若
干
下
が
る
68
・
４
％
で
、

ま
だ
交
付
さ
れ
て
な
い
方
が
10

％
ほ
ど
い
る
。

 　
保
険
証
の
期
限
は
各
市
町
村

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
本
村
は

い
つ
頃
か
。

●●答 　
村
長

　
令
和
７
年
12
月
１
日
ま
で
に

70
歳
到
達
や
75
歳
に
到
達
す
る

方
以
外
は
、

基
本
的
に
令

和
７
年
12
月

１
日
が
有
効

期
限
と
な
っ

て
い
る
。

 　
資
格
確
認
書
の
配
布
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
い
つ
頃
か
。

●●答 　
村
長

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
が
切
れ
る
前
月
に
対
象

者
へ
郵
送
に
て
交
付
す
る
予
定

で
あ
る
。

 　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
を
一
体
化
す
る
こ
と
で
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。

●●答 　
村
長

　
初
診
料
が
紙
の
保
険
証
よ
り

も
20
円
安
く
な
る
ほ
か
、
本
人

の
同
意
に
よ
り
、
医
師
が
特
定

健
診
の
情
報
や
薬
剤
情
報
を
確

認
で
き
る
た
め
、
正
確
な
医
療

情
報
に
基
づ
い
た
、
よ
り
よ
い

医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

し
て
利
用
し
た
場
合
に
窓
口
で

自
己
負
担
の
上
限
額
を
計
算
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
立
替
え
払

い
の
必
要
が
な
く
な
る
。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

　
医
療
費
で
国
保
は
基
本
的
に

３
割
に
な
る
が
、
そ
の
医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
高
額

療
養
費
の
対
象
と
な
る
。
３
割
分

を
全
額
お
支
払
い
す
る
と
高
額

療
養
費
と
し
て
戻
る
。
限
度
額

認
定
証
を
発
行
す
れ
ば
、
そ
れ

以
上
、支
払
い
し
な
く
て
よ
い
が
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保
険
証
を
ひ

も
づ
け
し
て
い
る
と
、
そ
の
情

報
も
把
握
で
き
る
た
め
、
改
め

て
限
度
額
認
定
証
の
申
請
を
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
限
度
額
の

支
払
い
で
済
む
。

　

村
加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購

入
助
成
事
業
で
の
申
請
書
は
何

名
か
。

●●答 　
村
長

　
村
加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購

入
助
成
事
業
の
申
請
者
に
つ
い

て
は
４
名
の
方
が
申
請
を
し
て

い
る
。

 　
村
内
の
設
置
場
所
と
し
て
、

議
会
傍
聴
席
、
役
場
２
階
会
議

室
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
等
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

●●答 　
村
長

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に

対
す
る
情
報
伝
達
、
情
報
保
障

の
観
点
か
ら
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル

ー
プ
の
導
入
・
設
置
に
努
め
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

の
利
用
を
希
望
す
る
方
々
へ
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
今
事
業
を
進
め
て
い
る
北
山

文
化
圏
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
セ
ン
な

ど
の
建
築
の
際
に
導
入
し
て
は
、

と
の
意
見
な
の
で
、
参
考
と
し

て
設
計
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

問1
国
民
健
康
保
険
者
証
の

廃
止
に
伴
う
今
帰
仁
村

の
対
応

問2
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

（
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
）

の
設
置

東恩納　寛政 議員

ヒアリンググループマーク
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在亜今帰仁村人会創立90周年式典に参加して
ArgentineArgentine

　
令
和
６
年
10
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
在
亜
今
帰
仁
村
人
会
創
立
90
周

年
式
典
へ
の
ご
招
待
を
受
け
、
久
田
浩
也
村
長
と
共
に
今
帰
仁
村
議
会
を
代

表
し
出
席
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
片
道
約
30
時
間
の
長
旅
で
し
た
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
到
着
す
る
と
空
港

に
は
１
世
の
今
帰
仁
の
先
輩
方
が
多
く
駆
け
付
け
て
出
迎
え
て
頂
き
、
素
晴

ら
し
い
天
気
の
中
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
夕
食
を
頂
き
な
が
ら
沖
縄
県
人
会
館
内
に
あ
る
沖
縄
料
理
屋
で
歓

迎
会
を
し
て
い
た
だ
き
、
嘉
味
田
ホ
セ
今
帰
仁
村
人
会
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
１
世
の
先
輩
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
１
９
１
６
年
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に

渡
っ
て
き
て
か
ら
の
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
の
歩
み
を
沢
山
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
諸
志
区
や
与
那
嶺
区
か
ら
の
移
民
者
の
方
々
は
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
か
ら
車
で
２
時
間
ほ
ど
の
農
村
地
で
主
に
花
卉
栽
培
を
生
業
と
し
て
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
、
大
変
な
苦
労
を
し
な
が
ら
も
成
功
し
、
そ
の
後
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
市
内
に
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
に
転
身
し
て
成
功
を
収
め
る
方
々
が

多
く
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
２
世
、
３
世
の
世
代
で
は
学
士
号
取
得

者
も
多
く
、
医
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
幅
広
い
職
業
分
野
に
お
い
て
多
く
の

方
々
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
日
目
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
内
を
観
光
周
遊
バ
ス
で
案
内
し
て
い
た

だ
き
、
南
米
の
パ
リ
と
い
わ
れ
る
素
晴
ら
し
い
街
並
み
を
堪
能
し
、
日
本
か

ら
の
移
民
の
皆
さ
ん
で
作
っ
た
日
本
庭
園
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
完
成

度
の
高
さ
と
大
変
な
盛
況
ぶ
り
に
感
動
し
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
は
少
し
治
安

に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、
地
元
の
人
々
の
生
活
を
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
と

て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
、
デ
ィ
ナ
ー
に
は
タ
ン
ゴ
シ
ョ
ー
を
観
覧
し

と
て
も
素
晴
ら
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
３
日
目
に
は
ま
る
で
海
の
よ
う
な
大
き
な
河
を
渡
り
ウ
ル
グ
ア
イ
を
観
光

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
る
歴
史
を
感
じ
る
美
し

い
街
並
み
を
散
策
し
、
感
動
し
癒
さ
れ
、
翌
日
に
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
近

郊
の
農
村
地
を
訪
れ
、
現
在
も
花
卉
栽
培
を
営
ん
で
い
る
与
那
嶺
さ
ん
の
農

園
に
お
邪
魔
し
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
ん
と
そ
の
面
積
は
３
万

坪
と
い
う
広
さ
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
土
作
り
に

拘
っ
た
栽
培
管
理
が
や
は
り
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
だ
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
野
菜
の
苗
栽
培
を
し
て
い
る
諸
喜
田
さ
ん
の
農
園
を
見
学
。
と
て
も

綺
麗
に
管
理
さ
れ
て
品
質
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
与
那
嶺
さ
ん
、
諸

喜
田
さ
ん
ど
ち
ら
も
多
く
の
従
業
員
を
抱
え
成
功
し
て
お
り
、
と
て
も
誇
ら

▲90周年記念式典祝賀会
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し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
は
い
よ
い
よ
在
亜
今
帰
仁
村
人
会
創
立
90
周
年
式
典
の
日
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
５
０
０
人
余
り
の
多
く
の
ナ
キ
ジ

ン
チ
ュ
が
集
結
し
嘉
味
田
会
長
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
の
幕
開
け
は
２
世

３
世
に
よ
る
琉
舞
に
始
ま
り
、
98
歳
に
な
る
１
世
の
古
波
蔵
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る

民
謡
や
、
兼
次
小
学
校
長
を
さ
れ
た
与
那
嶺
昭
さ
ん
が
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
今
で
は
南

米
中
に
広
が
っ
て
い
る
琉
球
國
祭
り
太
鼓
の
エ
イ
サ
ー
や
、
国
頭
サ
バ
ク
イ
な
ど
の
催
し

物
か
ら
、
村
観
光
大
使
も
務
め
る
大
城
バ
ネ
ッ
サ
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

の
か
じ
ま
や
ー
祝
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
終
始
大
賑
わ
い
で
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　
式
典
の
演
目
は
若
い
２
世
、
３
世
の
方
々
が
主
と
な
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
先
導
す
る

方
々
が
南
米
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
で
今
帰
仁
村
に
留
学
経
験
の
あ
る
若
い
世
代

で
し
た
。
こ
の
事
業
は
数
年
間
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
再
開
し
、
１
月
24

日
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
与
那
嶺
区
出
身
の
仲
宗
根
さ
ん
の
息

子
ア
ド
リ
ア
ン
さ
ん
が
来
村
し
、
現
在
役
場
を
は
じ
め
、「
そ
ー
れ
」
な
ど
村
内
の
事
業

所
を
研
修
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
改
め
て
思
う
こ
と
は
、
こ
の
事
業
を
今
後
も
し
っ
か
り
と
継
続
し
本
村
と
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
に
羽
ば
た
い
た
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
と
繋
が
り
続
け
て
い
く
事
の
重
要

性
で
す
。
そ
う
す
る
事
で
、
２
世
、
３
世
に
な
っ
て
も
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
そ
の
地
で
生
き
続
け
、
１
０
０
周
年
、
１
１
０
周
年
と
繋
が
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
為
に
も
こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
村
政
発
展
の
為
に
改
め
て
取

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
と
強
く
思
う
次
第
で
す
。
そ
の
後
も
帰
国
ま
で
に
様
々
な
場
所

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
４
時
間
程
離
れ
た
所
に
、

１,
０
０
０
本
以
上
の
寒
緋
桜
を
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
が
中
心
に
な
り
植
樹
し
た
街
を
訪
れ
感

動
し
、
そ
の
道
中
数
１
０
０
キ
ロ
も
走
る
間
全
く
山
は
な
く
、
平
原
に
牧
場
が
ず
っ
と
続

く
国
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
と
て
も
美
味
し
い
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ア

サ
ー
ド
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
と
て
も
歓
待
し
て
い
た
だ
い
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ナ
キ
ジ

ン
チ
ュ
の
皆
様
に
は
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
経
験
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
も
心
か
ら
感
謝
し
な
が
ら
、
世

界
に
羽
ば
た
い
た
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
が
誇
れ
る
地
元
今
帰
仁
の
実
現
の
為
に
誠
心
誠
意
今
帰

仁
村
議
会
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
な
お
、「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
今
帰
仁
村
人
会

90
周
年
」
とY

ou
T

u
b
e

で
検
索
頂
く
と
式
典
の
様
子
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
是
非

村
民
の
皆
様
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
長
　
上
原
祐
希
）

▲カラフルな建物の並ぶダウンタウン

▲90周年式典で振る舞われたアルゼンチンBBQの

　アサード

▲ウルグアイ世界遺産登録された旧市街地。左から仲宗根誠氏・

　久田村長・上原議長・諸喜田貢氏・仲宗根豊氏 ▲ブエノスアイレスの日本庭園▲ウルグアイの旧市街地

▲野菜苗の栽培　

　諸喜田氏の農園（諸喜田氏・兄弟）
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議席 1 2 3 議長 5 6 7 8 9 10 11

　
　

令和6年第3回臨時会  令和6年11月28日（木）

令和6年第4回定例会  令和6年12月19日（木）

令和7年第1回臨時会  令和7年1月24日（金）

今帰仁村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

令和６年度今帰仁村一般会計第５回補正予算について

令和６年度今帰仁村国民健康保険特別会計第３回補正予算について

令和６年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第２回補正予算について

専決処分の承認を求めることについて

専決処分の報告について

専決処分の報告について

今帰仁村行政不服審査会条例並びに今帰仁村情報公開及び個人情報保護審査会条例の
一部を改正する条例について
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村水道事業給水条例の一部を改正する条例について

工事請負契約について

工事請負契約について

工事請負契約について

工事請負契約について

工事請負契約について

物品購入契約の議決について

物品購入契約の議決について

物品購入契約の議決について

令和６年度今帰仁村一般会計第６回補正予算について

令和６年度今帰仁村国民健康保険特別会計第４回補正予算について

令和６年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第３回補正予算について

令和６年度今帰仁村水道事業会計第２号補正予算について

今帰仁村教育委員会の教育長の任命について

今帰仁村教育委員会の委員の任命について

令和６年度今帰仁村一般会計第７回補正予算について

専決処分の報告について

〇 〇 退 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 退 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 退 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 退 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 退 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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× 〇 × 　 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇

× 〇 × 　 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇
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〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇
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議決結果・賛否一覧表 「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「公」：公務の欠席　「病」：法定伝染病の欠席。
議長は採決に加わらないため斜線としていますが、可否同数の場合に採決権があります。

議 案
第 48 号
議 案
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令和 7 年 1 月 17 日に村議会初の「議会報告会·意見交換会」を開催しました。今回の議会報告会では、総務

文教委員会、経済建設委員会から各３つの注目事業について、説明を行い、その後、意見交換会にて村民の皆さ

まからの質問にお答えし、要望をいただきました。

質

質

質

【参加者からアンケートを頂きました。
ご協力ありがとうございます】
アンケート結果は村HPの議会欄に
掲載しています。

　議会報告会
☆総務文教委員会の説明

①村総合運動公園の指定管理　②防災・災害　③今帰仁村立図書館

☆経済建設委員会の説明

①今帰仁小学校建設　②北山文化圏センター整備事業

③村道整備・補修等

☆令和6年定例会（全４回）、臨時会（全３回）の議決結果

　意見交換会
☆質疑応答

　   現在進められている北山文化圏センター整備事業について、

議会は具体的にどのように関りを持っているのでしょうか？

■これからテーマパークジャングリアができ、観光客も多くなり

ます。本村においては、古宇利島、今帰仁城跡などの観光地と併

せて、一つの観光地となるよう北山文化圏センターは国の認定を

受けた道の駅にできないかと考え、一般質問をしています。この

事業は令和６年度から進めており、隣接している北部製糖の協力

も得ながら進めているようです。（今後、計画、設計が進む中で、

一般質問など議場において質問、要望、提案を行い、議会もしっ

かりと関わっていくという趣旨の回答でした。）

　  災害時に障がい者やハンディーキャップを持った方々のため

の福祉避難所が設定されていないと思っています。また、防災訓

練を実施してその都度ハザードマップの見直しが必要であると考

えていますが、どう思いますか？

■災害時の個別避難計画が作られているかも含めての質問である

と思いますが、個別避難計画や災害時要支援者の計画など関係部

署と調整し積極的に取り組んでいけるように努めます。

　  北部 12 市町村で、ほとんどの役場で「商工観光課」があるのに、

なぜ本村には「観光課」がないのでしょうか。本村は「農業と観光」

と言いながらも、観光の分野を疎かにしているように思えます。

議会でも、（観光課の必要性について）検討していただきたいです。

■数年前に議会に提案がありましたが、組織改変後にきちんと機

能するのかという点で意見が分かれて実現に至っていません。こ

の件につきましては、議会としても課題であると認識しています

ので、行政改革について議会でもしっかりと対応していきます。

 意見・要望
◆ 議会報告会を議員一人一人行っていただきたいです。

◆ 名護市では、市、社協、商工会、観光協会など複数の組織で災

害協定を結んで連絡協議会を行っています。今帰仁村において

も、組織を跨いだ連絡協議会を行うことについて、議員で検討

していただきたいです。（組織間の協力体制の強化を図ること

で防災力の向上に繋がるとの趣旨の要望と捉えています。）

◆ 今年、テーマパークジャングリアができます。議会と行政の方

向性が見えません。その状況だと地元企業も方向性を見いだせ

ません。議会と行政の向かっている所は一つだと思うので、両

輪で進み、方向性を見い出して村民に力をかしていただきたい

です。

◆ アザブに対して、村から予算（補助金など）をつけてほしいです。

アザブは、字の清掃活動が主になってきますが、防災での共助

にも繋がるコミュニティー形成の場でもあります。このアザブ

も年々参加者が減ってきている状況です。村から予算をつける

ことで、良い方向に進むと思うので要望します。

◆ 議員の報酬を上げてほしいです。多くない報酬の中で厳しい意

見を受けます。一生懸命、責任感を持って活動する議員を応援

したいという思いで要望します。
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ようこそ今帰仁村へ
南米子弟研修事業

　南米子弟研修事業にて、アルゼンチンから研修

にきました仲宗根アドリアン（和名：直
なお

人
と

）さんの

歓迎会の様子。

研修期間：令和7年1月24日～3月29日

東京／第 68 回町村議会議長全国大会
令和6年11月13日（火）

▲下段左から上原議長・アドリアンさん・久田村長▲上記全国大会に出席した沖縄県町村議会議長

Photo

3月定例会日程（予定）
※日程は、変更することがあります。傍聴に来られる際は、日程の変更がないかご確認

ください。（議会事務局0980-56-4397）

会期：令和7年3月5日（水）～19日（水）
・一般質問　3月14日（金）、17日（月）
・議案審議　3月6日（木）、7日（金）、10日（月）
・予算審査特別委員会　3月11日（火）、12日（水）、13日（木）

※本年 3 月定例会から議会で行われる本会議の様子を YouTube 配信する予定となっ
ております。議会傍聴に来ることができない方は、YouTube で「今帰仁村議会」
を検索し、ご覧ください。また、傍聴席の場所によっては、配信映像に映りこむ
場合がありますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。
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▲水道施設の現場踏査の様子


